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【目的】我々は、含窒素複素環カルベン（NHC）を用いるプロパルギルスルホン部

位を有する第１級アルコールのスルホニル基転位を伴う環化反応を報告した 1)。反

応の基質適用範囲拡大を検討したので報告する。 

【結果】カルベン前駆体 2 と炭酸セシウムのトルエン溶液に、第 2級アルコール 1a

を室温で加えて、60 °C に昇温した後数時間撹拌したところ、テトラヒドロフラ

ン 3a が 81 %収率で得られた。第 3 級アルコール 1b を用いても反応は良好に進行

し、環化体 3b を 70 %収率で与えた。 
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